
水ヤで ま 地 域のに際活動の主体である府民 長 岡国際活動rl休 数 市機

関 大 字 ⅢI究機関 企 禁 市 町|すと加力しな方ら れ 1部の基本プランにお

いて設定した

0 府 民の同時Fl解と民門同rT活動の促近

2 世 /rに開かれたjL戒千i会づく,

0 四 障活動の4燥 づくりとjL域の活tlイヒ

0 多 社を文化の交流と制と

0 地 域出のネットツークつくり

0 す し球打会の 一F4としてのオrrt府と府r‐

という6つの 「京f“府の回瞬イヒの日標とtt本方向Jを 実現するために 京 宙IFf

″今後拠 してい(rFF舞の方向riついて

3う 団 除化に関する分ユF,1の取組み

り 地 域整備 rr想と1対速 した画|,イとの,1本方向

3 京 都府と海外とのネットワークづくり

0 多 様な活助主体と連批 して国際イヒを進めるための脇同ンステムうくり

イ=ケけて 明らかにしています

なお こ こに示された41逝ブラ ンに 求 都府において設立を予定している

京都府回1祭化協会 傾 称)と 述ll 分 旭 して突施していくものでもあります



●京都府の取組み

日開 はこ跡 した難 づくり
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引し部地域

総合行政の推進と

協同システオうくり

分野別の取組み 共に生きる大づくり

国際的な経済交流の促進

京都からの発信 世 界からの質信

友好交流の輪つくり

目麟ネットワークつく" 練日本海地域ネットワークの形成

目的別の国際ネットワークの形成



第1節 分野別の取組み

共に生きる

人づくり

今日 政 治 紅 前而での相互依存 相 =注 透関係が深まり 移 勁 輸 送手

段や通信手1■のれlt的 な発展により 企 業の活動が回際的に震閉され 海 外

に出かける人もますます神折 し jL方 公共E体  民 問国際活妨団体 教 育機

関 大 学 研 究機関 1向人が 文 化 ス ポ
ーツ 学 術 ,F究  敗 育  ]時 脇

力をど離々なつ_trて ″ 外を汚充に変折を行 ,よ うr=なってきています

一方 煙 光や回勝会殻 翔 学 l■シ などII'な 目的て京濁席を,ちヽ  あ る

いは京都府■芥らす外国人もr前 し 府 民か日常的に夕1同人と控する機会が

増えてきました ま た外国人登録者のH」Jは 京 都府に1:活の本ltを対つ韓

同 切 庁の人々となっています

こうしたⅢで 府 民一人ひと,か  ナじ取■,会において興なる文化や言☆を

持つ人たちとH■ 的■どうつ ど合い 共 に生きていく地球市民としての意語

をいかに育てていくかということす1大切な課題となっています.

また 人 間 ま単なる文化や考え方に取れ そ れをFT解す ることを油 して

ネ節のものを知るVび を体焼するとともに 白 ケ自身のデイデンティティを

性立し 成 長 していくことがで きます_□ 俺や文化の妻なる人,と 相互に理

解を深め 協 力し合 う国1客rr動の本来的な意味もこの点にあるといえます

このため ‖ 民の回憐勁 rを便逆 し 民 間国際活動の支援や学校での同際

理解敗育の充実を回ることによって 典 なった文イヒや考え方をJ↓つ人々と共

にJIきる人づくりを近めていきます

行政における大ち (リ

雄
臨
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民間の日勝活動の支緩と連革

共に生きる大づくリ
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(1)崎民の国際理解の促進

府民α】J除 Ⅲl性を汁めるた" 外 国占や海外の文化 Ⅲ 瞬Ju 外 同侑府民の

i■題牛に1対するi古座やシン■ジウムを開イ‖するとともに Ⅲ 町|↓や民は団体の実施

すち回昨交材14r kによイlrr名と次,「大使や同1容交流月の派述を行うなど 1市民か

を加 しやすい□1本理拘Tの機会をつくってい営ます ま た ′iソコン通信を使った1■

慧!システムtよ り 海 外の1「‖やF際 活JI J対する身近なhヰljをJとltします

更に コ 1済学脅れ岳々の悼“出を促進 し JiJ時 習にお する□1殊型昨のための

ブじタラムの衣装を山ります

(2)民間の国際活動の支援と連携D

■打Ⅲ=除 化協会 (傾材Ⅲ を核として尺出日除活動川体守とのイット7-

クをつ くり 様 々な ‖体 ク ループヘの11報や活rll均"Fのlt,tなどの支fPを

行うとともに 辻 批  共 同した1■神4みを進めていきます

また ホ ーイステイや迪訳 日 本語指専+の 十ランティアツ【ンクを設 十

府民がIr近に同際活Jl●孝力できるようにするととしに 市 口丁liや民‖j□除

rrr lFll体などオ行う活動とfI(拒的に支frしてぃこます

理に 宙 字生支狂や女/r交流先との夜材tなど府民参加の活動を促進し セ

ナヽーや海加 i修などをHlじて民は同1奇活mの 核となる人はの有■を図ります

(3)学校教育における国際理解の推進

FL iR生能が京|↓や日本の文化について■解を深める技会を充実するととも

に 回 隣的根」アをイ↓った人楠!,五の教育を4rl進し 要 なる支化や生rT習4性を

11つりと並生|[が お 互いの文化や伝茂をコ1解し 部 市 し合えるように,め ます

更に 児 ヤ生イたの□除理 lFを深め 語 学指導‖を行 う外 =古 イFJ“j4Jr X

(JE■ プログラム)をはれいりに活Ⅲlして舛同
jr・による]ヽ ュニ'一 ンョ市ヒ方の

TF成をはiうとともに 高 与学怯における同際四作コ
ース牛の設 ●を近めます

また 海 外の十H/との■“1技 ttルやあ外派世研にJ 業ヽの実施 生 社の発達

,陪 を略まえた留学に 対する適りな竹tpの担供などにより Ⅲ l球の市少年と

の交流をlt地 してい営ます

敗娘nに ついては "1怖 コ1解散行に1■する精淳力を向 にとせるための"F控

や外国語研にの充実を□ります

(4)行 政における人づくり

行政をⅢl当する取 A'モ 典 なる文イヒと'(JIするさを市み ま た民Hレ 本ル

のは昨rtF動を支ル してい 十るよう 各 Plの研に機会の充実や海外ち上イ|いJ「妨

所  Ⅲ ■)白 治体同玲化胸含海舛事務所斗への長期派迪などを近して 同 隊

理解 人 楠意訳のかん■と外 J畜 コ ミュニケーション能力の向 にな承るとと

もに 外 ■軒,付民の晴山への採用など開″れた細報づくりに劣めていきます


